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ム；7て

告

日
本
学
術
会
議
第
五
期
会
員
候
補
者
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

来
”
4
0
十
一
月
二
十
旧
、
日
本
学
術
会
議
第
五
期
目
会

員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
．
史
学
研
究
会
理
事
会
で
は
、

全
国
区
（
第
一
部
）
の
会
員
候
補
者
と
し
て
、

木
会
理
事井

　
上
　
智
　
勇
　
氏

を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
、
．
こ
の
旨

　
　
　
　
　
　
ノ

御
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
．

　
会
員
各
位

」

史
学
研
究
会
理
事
会

螺杁物叢書
　　〈tl’｛il’［J261Ul・飛う2申〉

吉坂行佐国ザ

田蝕久ヴ
東諜姓t
回気基山爺ル

掌繊綴錬
1轍一士

り
日
本
女
性
史
糖
独
話
摺
編
欄

嫡
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
五
輯

　
モ
リ
シ
タ
ン
研
塊
一
編
　
　
　
　
　
定
価
八
O
O
円

典
聡

　
皿
」
町

　
艮
た
4

辞　
く
く

　
q
ロ
」

　
ド

　
　
　
　
　
　

　
∩
V
O

名　
0
（
）

　
即
b
5

　
う
ラ

置
場ざ
8

イ
巻
巻
古
茶

本
＝
麟

　
り
　
　

日
踏
糊

購窮槻吉川弘文南緯鵬

赤
松
俊
秀
薯
　
　
　
　
　
A
5
三
八
二
頁
価
八
五
〇
円

　
　
既
に
大
ぎ
な
論
争
を
ま
き
起
し
た
親
幣
に
関
す
る
諸
論
考
、

　
ノ
　
教
行
信
証
・
絵
像
・
伝
絵
な
ど
の
厳
密
な
史
料
批
判
に
も
と

往
つ
く
新
説
、
一
遍
に
関
す
る
定
評
あ
る
業
績
と
新
史
料
・
さ

刷
刊
ら
に
慈
円
が
思
想
史
上
注
日
さ
れ
る
特
質
の
機
徴
を
語
る
新

3
　
　
発
見
の
史
料
全
文
と
、
そ
の
諭
認
な
ど
を
収
め
た
中
世
思
想

第
　
　
史
仏
教
史
研
究
に
必
見
の
大
薯
。
刊
行
以
来
ま
す
ま
す
声
価

　
　
を
高
め
第
三
刷
を
刊
行
。

　
　
　
一
影
山
尭
雄
著
日
蓮
教
団
史
概
説

　
近
　
　
　
モ

　
　
　
　
　
田
村
円
澄
著
　
日
本
仏
教
思
想
史
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
土
教
篇

賓灘曝堅平楽高書店舗6麗i

べ

》



な
考
え
方
に
は
、
か
な
り
異
論
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

「
古
代
」
「
中
世
」
と
い
う
需
葉
の
規
定
の
仕
方
を
別
に
し
て
も
、

明
か
に
「
変
っ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
ど
う
し
て
も
信
ぜ
ざ
る

を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
こ
の
拙
い
論
語
が
、
　
「
は
し
が
き
」

し
え
た
か
否
か
頗
る
疑
わ
し
い
が
、
何
ら
か
、

え
た
と
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

に
捕
…
べ
み
凡
血
恩
図
を
果

問
題
の
緒
口
を
探
9

①
拙
稿
「
畿
内
荘
園
の
成
立
過
程
扁
（
凹
北
海
滋
学
芸
大
学
紀
要
』
第
一
都

　
九
一
二
）
。

②
　
拙
稿
「
位
田
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
社
会
史
研
究
＾
㎞
三
号
）
。

③
興
福
寺
領
大
和
国
若
槻
荘
の
例
。
菅
孝
次
郎
所
蔵
、
徳
治
二
年
若
槻
荘

　
土
帳
。

④
　
拙
稿
「
陵
戸
田
に
つ
い
て
扁
（
『
日
本
社
会
史
研
究
』
二
号
）
。

⑤
　
拙
稿
「
平
安
京
の
経
済
構
造
偏
　
（
伊
東
多
一
二
郎
編
一
国
罠
生
活
史
研
究
価

　
2
所
収
）
。
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寺
　
　
　
侍

　
寺
侍
は
平
語
と
も
称
さ
れ
、
本
来
は
法
体
で
普

通
門
跡
に
奉
仕
し
、
寺
院
の
雑
務
に
当
っ
て
い

た
。
一
六
批
紀
末
か
ら
彼
等
が
寺
院
経
暫
で
重
き

を
為
す
こ
と
は
溌
目
す
べ
き
で
あ
る
。
禅
苑
に
限

っ
て
も
、
僧
録
鋼
最
嶽
元
良
の
も
と
で
の
爾
禅
寺

金
地
院
の
平
賀
満
丘
御
金
は
「
本
腰
国
師
研
記
」
に

散
見
し
て
著
名
で
あ
る
し
、
大
徳
寺
芳
春
院
董
舟

宗
論
に
仕
え
る
告
祭
宗
斎
及
び
吉
岡
一
家
、
細
岡

専
鹿
苑
寺
鳳
林
承
章
に
侍
す
る
吉
田
権
右
衛
門

は
、
鹿
苑
寺
領
の
年
貢
収
納
に
当
っ
て
代
官
と
な

り
嘆
証
囑
奪
、
手
作
の
た
め
の
田
些
○

ケ
所
を
承
章
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
。
綱
荊
鰍
魂

～一

�
�
B
実
は
彼
は
前
述
大
徳
寺
僧
玉
舟
宗
瑠
と
実

兄
弟
で
あ
り
、
久
し
く
そ
の
事
が
判
明
し
な
か
っ

た
と
い
い
、
禦
離
あ
り
げ
で
あ
る
調
望
■
無
。

こ
の
事
が
あ
っ
て
か
ら
彼
の
足
は
繁
く
芳
春
院
に

む
か
い
、
亡
父
の
一
七
年
忌
の
斎
は
鹿
苑
寺
で
営

ま
れ
て
い
る
に
拘
ら
ず
姻
即
言
蓼
、
母
妙
清

の
葬
儀
は
、
実
子
宗
瑠
に
よ
っ
て
手
厚
く
行
わ

れ
て
お
り
洞
誰
遜
羅
、
権
右
循
門
の
息
権

平
は
、
　
大
徳
寺
に
嵐
家
し
て
論
罪
の
門
に
入
り

同
憂
義
脚
評
簿
肛
細
細
、
心
慰
宗
警
称

し
て
の
ち
芳
券
院
の
第
五
世
を
嗣
ぎ
、
元
禄
三
年

に
は
勅
に
よ
っ
て
大
徳
寺
第
二
四
六
世
と
し
て
入

寺
し
て
い
る
糠
鍛
徳
。
士
晶
権
右
衛
門
は
鹿

苑
寺
の
寺
侍
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
芳

春
院
の
有
力
な
外
護
煮
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
か
く
吉
田
権
右
衛
門
を
し
て

大
徳
寺
芳
春
院
に
向
け
さ
せ
た
も
の
は
、
宗
懸
を

兄
弟
と
す
る
と
い
う
血
の
つ
な
が
り
で
あ
っ
た

か
、
出
時
在
野
の
謬
論
と
し
て
劇
画
を
誇
っ
た
、
と

く
に
北
派
の
禅
風
で
あ
っ
た
か
書
目
至
大
、
そ
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
へ
れ
ば

も
京
・
大
坂
・
堺
な
ど
の
晦
衆
が
広
い
範
幽
で
出

入
し
た
こ
と
と
執
を
一
に
し
た
も
の
か
　
妖
撚
解
糖

厳
駿
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
・
の
種
の
俗
体
毒

侍
が
統
一
的
な
封
建
政
治
の
確
立
期
に
お
け
る
寺

院
経
営
上
果
す
盗
塁
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
講
究

が
ま
た
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
（
薫
浦
圭
一
）
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鉄
剣
、
鉄
斧
が
発
見
さ
れ
た
②

　
　
「
史
林
扁
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
次
の
各
㎝
η
に
隈
リ
パ
ッ
ク
ナ
ン
バ
…
若
干
｛
仕
浅
い

た
し
ま
す
。
御
希
望
の
向
は
定
価
に
送
料
（
定
価
一

〇
〇
円
ま
で
八
円
・
～
○
○
円
以
上
一
六
円
）
を
副

え
て
お
申
込
下
さ
い
。
　
（
　
）
内
は
定
価

三
三
巻
　
　
一
・
二
・
五
号
（
各
冊
八
○
円
）

三
四
巻
　
　
一
・
二
合
併
号
（
一
四
〇
円
）
・
四
号
（
八

　
　
　
　
○
円
）

瓢…

Z
巻
　
　
一
　
・
二
口
万
　
（
各
一
〇
〇
円
）

三
八
巻
　
二
・
三
・
四
・
五
（
各
一
〇
〇
円
）
・
六

　
　
　
　
号
（
二
〇
〇
円
）

一二

繩
ｪ
　
　
一
二
・
四
・
五
（
餐
一
〇
〇
円
）
　
・
山
ハ
質
万
（
二

　
　
　
　
〇
〇
円
）

四
〇
巻
一
・
五
（
各
一
〇
〇
円
）
・
六
号
（
二
〇

　
　
　
　
〇
門
）

田
一
巻
　
　
一
・
二
・
三
・
囚
・
五
（
各
一
〇
〇
円
）

　
　
　
　
｛
ハ
庸
η
　
（
二
〇
〇
円
）

四［

�
ｪ
　
　
一
　
・
一
一
・
三
躍
万
　
（
各
一
八
○
円
）

史
林
総
冒
録
（
一
～
四
〇
巻
）
　
（
二
〇
〇
円
）

隔
翼
記
　
　
第
一
　
　
定
員
…
二
千
円
　
　
送
料
・
八
○
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

執
籔
者
紹
介

梅
原
末
治

藤
岡
謙
二
郎

藤
縄
謙
三

日
野
開
三
郎

狩
野
直
禎

阿
部
　
　
搬

岡
田
芳
三
郎

三
上
次
男

吉
田
　
　
鹸

原
田
　
伴
彦

京
都
大
学
名
誉
教
授

京
都
大
学
識
授

大
阪
府
立
大
学
助
手

九
州
大
学
報
授

京
都
大
学
大
学
院
学
生

北
海
道
学
芸
大
学
助
教
授

平
安
女
子
短
期
大
学
教
授

東
京
大
学
教
授

京
都
大
学
大
学
院
学
生

大
阪
市
立
大
半
助
教
授

と
、
理
事
藤
岡
先
生
の
御
帰
朝
第
一
作
　
と
を
い
た
3
2
凡

き
、
嶺
上
花
を
添
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に

梅
原
先
生
に
は
、
御
退
官
の
時
に
御
約
束
い
た
だ
い

て
い
た
も
の
で
す
。
ま
た
先
生
の
御
寄
稿
を
機
会

に
、
三
四
巻
四
号
以
来
種
々
な
理
由
か
ら
中
断
し
て

い
た
口
縮
図
販
を
復
活
い
た
し
ま
し
た
。
　
一
読
、
し

ば
し
巷
中
の
酷
暑
を
忘
れ
る
こ
と
が
鐵
来
る
も
の

と
、
編
集
者
㎝
岡
、
ひ
そ
か
に
潔
負
し
て
居
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
号
に
も
、
会
員
の
皆
様
の
力
作

の
よ
せ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
い
た
し
て
腸
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
山
裕
男
）

　
訂
正
　
前
号
奥
付
の
　
定
価
百
門
　
は
　
一
八
○

円
の
誤
り
で
す
。
謹
ん
で
訂
蕉
い
た
し
ま
す
。

　忌

中票

村董編理
印書事
刷蚕理工

　ぶへ　ハ　　　　　　ロしノ

　部果巻

認騨内皆
式審灘究）
会莞俊癒
社秀藩会

定

価

八
。
円

148 （614＞

　
　
　
　
編
輯
後
記

　
今
号
が
お
手
許
に
履
く
頃
は
、
暑
さ
も
一
段
と
酷

し
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
号
も
前
丹
に
増
し
て
力
篇
雄
論
を
掲
載
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
名
一
章
ム
瑚
愚
ハ
酒
庫
齢
先
生
の
御
寄
稿
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